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対象 

校種 

中学校 
義務教育学校 
特別支援学校 

 

「題材」から考える技術・家庭科（技術分野）の授業設計 
－「ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプロ
グラミング」での実践において－ 

 
本稿では，「題材の検討」から「授業後の題材や指導と評価の計画の見直し」まで 

の授業設計の過程について，「Ｄ 情報の技術」の「ネットワークを利用した双方向 

性のあるコンテンツのプログラミング」における具体的な手立てを通して紹介する。 
 
 
１ 授業設計の過程について 
 

「Ｄ 情報の技術」の「ネットワークを利用

した双方向性のあるコンテンツのプログラミ

ング」では，情報の技術の見方・考え方を働か

せて，生活や社会の中から問題を見いだして

課題を解決する力の育成をねらいとしてい

る。また，情報通信ネットワークの構成と，情

報を利用するための基本的な仕組みを理解さ

せ，安全・適切なプログラムの制作，動作の確

認及びデバック等ができることもねらいとし

ている。これらのねらいを達成するために技

術分野担当者として，授業を実践する上での

「題材の検討」から実践後の「題材や指導と評

価の計画の見直し」までをどのように行えば

いいのか，その過程を表１のように作成した。 

表１ 授業設計の過程 

 授業設計の過程 

授業前 

１ 
生徒や学校，地域の実態な
どを考慮した題材の検討 

２ 
使用するプログラミング
言語と教材の選択 

３ 
題材の目標及び題材の評
価規準の作成 

４ 指導と評価の計画の作成 

授業実践 ５ 実践と評価の実際 

授業後 ６ 
題材や指導と評価の計画
の見直し 

 

  これから表１の「授業前」，「授業実践」，「授

業後」に沿って具体的な手立てを紹介する。 

 
２ 「授業前」の具体的な手立て 
 

(1) 生徒や学校，地域の実態などを考慮し 

た題材の検討 

題材を検討するときには，生徒の発達の段

階や興味・関心，これまでの学習経験（小学 

校でのプログラミング教育など）を考慮して， 

履修させる学年や授業時数を設定する。さら

に，地域や学校の実態を踏まえながら題材を

設定する。 

具体例として，地震による津波対策を強化

している地域の実態を踏まえた例を示す。こ

こでは，災害時における避難所の情報や避難

所で発生する問題を想起させ，避難する高齢

者や障害者，子供がいる家庭のニーズに合わ

せた情報を双方向性のあるコンテンツを利用

して適切に伝えるプログラムの作成を目指

す。そこで，題材名を「双方向性のあるコン

テンツのプログラミングで災害時の問題を解

決しよう。」とする。 

 

 

題材検討上のポイント 

○ 小学校でのプログラミ 

ング教育は？ 

○ 生徒の興味・関心は？ 

○ 地域や学校の実態は？ 
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(2) 使用するプログラミング言語と教材の

選択 

本稿における題材では，地震から津波の発

生までを想定して，避難が必要となる状況に

おける災害発生の情報端末への通知に，自分

や家族の現在位置や状況を入力できるように

プログラミングする。その入力情報によって，

避難所の位置情報や受け入れ状況，施設の状

況を送信して，安全に避難する方法や携行品

などの情報，Ｑ＆Ａも同時に送付できるよう

にプログラミングすることを目指す。そこで，

使用するプログラミング言語は，小学校での

プログラミング教育で利用していたものを考

慮しながら，題材の目標を達成させるために

双方向性のあるコンテンツがプログラミング

できるものを採用する。また，地震を想定して

いるので，加速度センサが搭載された教材を

利用すれば，揺れを感知した時にプログラム

された動作を実行させるといったプログラミ

ングが可能になる。 

(3) 題材の目標及び題材の評価規準の作成 

題材の目標は，学習指導要領に示されてい

る「Ｄ 情報の技術」の目標や内容，題材での

指導事項を授業時数や履修学年の状況も踏ま

えて，整理・統合しながら作成する。 

＜題材の目標例＞ 

情報の技術の見方・考え方を働かせ，災害

時の問題を解決するために双方向性のある

コンテンツのプログラミングを開発する実

践的・体験的な活動を通して，生活や社会で

利用されている情報の技術についての基礎

的な理解を図り，それらに係る技能を身に

付け，情報の技術と生活や社会との関わり

について理解を深めるとともに，生活や社

会の中から情報の技術に関わる問題を見い

だして課題を設定し解決する力，よりよい

生活や持続可能な社会の構築に向けて，適

切かつ誠実に技術を工夫し創造しようとす

る実践的な態度を身に付ける。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに，題材の評価規準を設定するが，題

材の目標の実現状況を把握するための評価規

準なので，評価の観点の趣旨を基に設定する。 

＜題材の評価規準例＞ 

知
識
・
技
能 

生活や社会で利用されている情

報の技術についての科学的な原理・

法則や基礎的な技術の仕組み，情報

モラルの必要性及び，情報の技術と

生活や社会，環境との関わりについ

て理解しているとともに，安全・適

切なプログラムの制作，動作の確認

及びデバッグ等ができる技能を身

に付けている。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

災害時に関わる問題を見いだし

て，必要な機能をもつコンテンツの

プログラムや計測・制御システムの

設計・製作などの課題を設定し，解

決策を構想し，実践を評価・改善し，

表現するなどして課題を解決する

力を身に付けているとともに，より

よい生活の実現や持続可能な社会

の構築を目指して情報の技術を評

価し，適切に選択，管理・運用，改

良，応用する力を身に付けている。 

主
体
的
に
学
習
に 

取
り
組
む
態
度 

よりよい生活の実現や持続可能

な社会の構築に向けて，課題の解決

に主体的に取り組んだり，振り返っ

て改善したりして，情報の技術を工

夫し創造しようとしている。 

※ 下線部は，「評価の観点の趣旨」と「題材

の評価規準」の記載が異なる部分を示す。 

（「『指導と評価の一体化』のための学習評価

に関する参考資料【中学校 技術・家庭】」p.41

「２(3)題材の評価規準の設定」を参照） 

(4) 指導と評価の計画の作成 

題材の目標の達成には，まとまった時間の

下での指導が必要であり，その中で，適切な

場面で適切に評価をするために，学習活動に

即して題材の評価規準を具体化することが重

要である。具体的には，各学習活動の配当時

間や使用する教材，評価する場面，評価方法 
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などにも配慮した「指導と評価の計画」を作成する。本稿では，第１学年に全９時間で計画した「指

導と評価の計画例」を紹介する（表２）。 

表２ 指導と評価の計画例（第１学年，全９時間） 

時間 

指導

事項 

学 習 活 動 

○：評価規準の例，◇：評価方法の例 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組

む態度 

１ 

２ 

 

Ｄ

(2) 

アイ 

・ 情報通信ネットワー

ク上で情報を利用す

る仕組みについて知

る。 

・ 互いにコメントな

どを送受信できる簡

易なチャットを教室

内で再現する。 

○ 情報を利用

するための基

本的な仕組み

を説明できる。 

○ 簡易なチャッ

トを教室内で

再現して，互い

にコメントな

どを送受信する

ことができる。 

◇ ワークシート 

◇ ペーパーテスト 

 ○ 自分なりの

新しい考え方や

捉え方によっ

て，解決策を構

想しようとして 

いる。 

 

 

 

 

○ 著作権等に

配慮して設計

するなど，知的

財産を創造，保

護及び活用しよ

うとしている。 

◇ 振り返りカード， 

ワークシート等と 

組み合わせて評価 

する。 

 

 

 

 

 

○ 自らの問題

解決とその過

程を振り返り，

よりよいもの

となるよう改

善・修正しよう

としている。 

◇ 振り返りカード，

ワークシート，完成

レポート等と組

み合わせて評

価する。 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

 

Ｄ

(2) 

イ 

・ 災害時の避難に係

る問題を見いだし，避

難を支援するための

課題を設定する。 

・ 解決策を構想して，

設計を具体化し，ア

クティビティ図に表

す。 

・ 構想したプログラ

ムを，安全・適切に制

作する。 

・ 動作の確認及びデ

バッグ等を行うなど，

プログラムの改善・修

正をする。 

○ 安全・適切な 

プログラムの

制作，動作の確

認及びデバッ

グ等ができる。 

◇ 観察 

◇ 作品 

◇ ペーパーテスト 

○ 災害時の避

難に係る問題

を見いだし，情

報の技術で解

決できる課題

を設定できる。 

◇ ワークシート 

○ 利用者に配

慮した解決策

を構想し，情報

処理の手順を

図に表すこと

ができる。 

◇ ワークシート 

８ 

９ 

 

Ｄ

(2) 

イ 

・ 完成したコンテン

ツを発表し，相互評価

する。 

・ 社会で利用されて

いるコンテンツと，自

分の作品を比較する

などし，解決結果や過

程の改善及び修正を

考え，レポートにまと

める。 

 ○ 問題解決と

その過程を振

り返り，社会か

らの要求を踏

まえ，プログラ

ムがよりよい

ものとなるよ

う改善及び修

正を考えるこ

とができる。 

◇ 完成レポート 

※ 志布志市立志布志中学校 德重正智教諭の実践を基に作成 

 
３ 「授業実践」における実践と評価の実際 
 

「指導と評価の計画」に沿って，授業を実施する。ここでは，表２の四角囲みで示した，災害時

に安全な避難を支援するための解決策を構想して，設計を具体化し，アクティビティ図に表す授業

例を具体的に紹介する（表３）。各授業の実践を進める上では，題材の目標を達成するために使用

する教材や評価する場面，評価方法などの確認や準備が必要である。 

 

自分や班の考

えを整理し，よ

りよい発想を

生み出せるよ

うにアクティ 

ビティ図を利

用します。 

「３『授業実

践』における

実践と評価の

実際」で，こ

の授業の展開

例を紹介しま

す。 

この実践例

の詳細はこち

らの二次元コー

ドから。 

 

簡易なチャッ 

トを教室内で

再現すること

で，情報を利

用する仕組み

や双方向性の

あるコンテン

ツに対する興

味・関心を高

めることがで

きますね。 
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表３ アクティビティ図の作成を計画した１単位時間の指導過程 

過程 時間 学習活動 形態 指導上の留意点 

導

入 
５分 

１ 前時を振り返る。 

 

２ 学習課題を設定する。 

一斉 

１ 簡易なチャットでの送受信につ

いて確認させる。 

２ 災害時の避難に係る問題を解決

させることを視点として，学習課

題を設定させる。 

   

 災害時に安全な避難を支援

するためには，どのような

情報が必要だろうか。 

 

   

展

開 

３分 

 

 

７分 

 

 

７分 

 

 

 

17分 

 

 

 

 

７分 

３ 災害によって，生活する上で

困ることを考える。 

・ 停電や断水，通行止めなど 

４ 社会における災害を事前に察

知する仕組みについて知る。 

・ 土石流検知や河川水位測定など 

５ 避難が必要な警報が発令され

たときに必要となる情報につい

て検討する。 

 

６ 高齢者や子供の安全な避難の

ために，情報提供の仕組みとな

るアクティビティ図を作成す

る。 

 

７ 班で検討したアクティビティ

図を発表する。 

一斉 

 

 

一斉 

 

 

班 

 

 

 

班 

 

 

 

 

一斉 

３ 災害時に日々の生活に支障があ

る内容を様々な視点から考えさせ

る。 

４ 計測にセンサが使われているこ

とにも触れ，多種多様な情報が提

供されていることに気付かせる。 

５ 実際に避難することを考えて具

体的に災害の状況を想定させるこ

とで，避難場所や携行品などの

様々な視点に気付かせる。 

６ それぞれの立場で避難に必要な

情報が異なることに気付かせ，双

方向性のある情報提供の仕組みを

取り入れたアクティビティ図を作

成させる。 

７ 他の班の発表から，自分の班の

改善点を考えさせる。 

終

末 
４分 

８ 本時の振り返りと次時の学習

内容を確認する。 

 

９ 自己評価をする。 

一斉 

 

 

個 

８ 各班で作ったアクティビティ図

の改善を更に進め，実際にマイク

ロビット
＊

を使ってプログラミング

することを伝える。 

※ 志布志市立志布志中学校 德重正智教諭の実践を基に作成 

 
４ 「授業後」の題材や指導と評価の計画の見直し 
 

授業後は，各学習活動の配当時間や使用する教材が生徒の実態に適していたか，題材の目標を達

成することができたか，また，評価する場面や評価方法が適していたかを確認しながら，題材や題

材の評価規準，指導と評価の計画などについて見直すことが大切である。 

 
５ おわりに 
 

 本稿では，授業前の「題材の検討」から授業後の「題材や指導と評価の計画の見直し」までの具体

的な手立てについて，「Ｄ 情報の技術」の実践を通して紹介したが，技術分野における他の内容の

ねらいを達成する際にも活用できるので，学校や地域の実態に応じながら実践につなげてほしい。 
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双方向性のあ
る情報提供の仕
組みをアクティ
ビティ図で作成
します。 

実際のプログ

ラミングでは加

速度センサによ

る地震の感知か

ら双方向性のあ

る情報提供まで

を作成します。 

 この実践例
の詳細はこち
らの二次元コー
ドから。 


